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概要

　普通教科『情報』の教員候補を対象とするカリキュラムのアイデアと、その授業案の一 を提示する。まずは

じめに、この教科が情報科学とは別に、“人にとっての情報”を捉える観点を含むべきであることを主張する。

そして、その主張にしたがう場合、教員候補が“人にとっての情報”を学ぶためのカリキュラムを構築する必要

があることを指摘する。その後に、これらの主張にしたがって筆者が考える、“人にとっての情報”を学ぶため

のカリキュラムのアイデアを、「メディア・リテラシーとしてのメディア概論」として提示し、その内容の一

についての授業案を併せて提示する。

１．はじめに

　 等学校に普通教科『情報』が新 されるに

あたって、そのための教員をどのようにして確

保するかが大きな問題となっている。とりわ

け、短期的な移行措置の問題とは別に、大学に

おいていかに教員を育ててゆくかという点が、

期的な問題として捉えられ、現在も議論の対

象となっている。

　 期的展望に立つとき、教員養成の問題は、

すなわち、その教科のアイデンティティの問題

に結びつく。なぜならば、どのような資 ・能

力を持った教員を育てるかということは、その

教科が何をめざしているのかという点に依存す

るからである。普通教科『情報』について、そ

うした 期的な教員養成の問題が議論の対象と

なることの一因は、この教科の持つべきアイデ

ンティティにいまだ不明瞭な点があること、あ

るいは、少なくともそれについての共通了 が

十分には形成されていないこと、に求められる

と考えられる[1]。

　ここではまず、普通教科『情報』のアイデン

ティティのなかに「“人にとっての情報”を扱

う教科である」という点が含まれるべきである

ことを主張する。そして、教員候補が“人に

とっての情報”の本 を理 するためのカリ

キュラムが必要であること、それにもかかわら

ず、そのようなカリキュラムの構築が困難であ

ることも、併せて述べる。さらに、それらの議

論を踏まえて、教員候補が“人にとっての情

報”を学ぶための大学におけるカリキュラムの

内容を検討し、その授業案の一 を提示する。

２．普通教科『情報』のアイデンティ

ティ

２．１　普通教科『情報』における情報科

学の観点

　普通教科『情報』を指導する教員に求められ

る資 ・能力を論ずるための準備として、まず

は、この教科のアイデンティティの大枠につい

ての筆者の主張を示したい。ここでは、この教

科のアイデンティティを、教科の主題としての

“情報”を捉える際の観点[2]の問題として考え

ることにする。すなわち、この教科のアイデン

ティティが、まずは「情報を扱う教科である」

という点に見いだされるは当然のこととして、

ここでの議論の焦点となるのは、この教科が

“情報”を捉えるために、いかなる観点を持ち

合わせるべきなのかということである。

　周知の通り、普通教科『情報』は、情報に関

する科学的な理 を育むことを一つの目標とし

ている。この目標は、コンピュータを中心とす

る情報技術の基本概念の理 や活用技能の習得

と密接に結びつくものと考えられる。すなわ



ち、ここから普通教科『情報』における情報と

は、ひとまず、“（狭義の）情報科学の観点”

から捉えられる情報を指すものであるという見

を、得ることができる。

　情報科学における情報の捉え方は、常に「コ

ンピュータによる処理の対象となること」とい

う目的に結びついている。そのような観点から

捉えられる情報の性 とは、当然、この目的の

存在と不可分のものである。すなわち、この観

点によって見いだされる情報とは、主観を離れ

て実在する、客観世界の表象としての情報であ

り、そのようなものとして情報を捉えることに

より、コンピュータによる処理の対象として必

要な諸々の性 （たとえば形式化や符号化によ

る演算可能性など）が確保される[3]。

　しかしながら、普通教科『情報』において

は、先ほどの目標に加え、情報社会に主体的に

対応し参画する能力・態度を育むことも目標と

されている。このような能力・態度を育むため

には、情報科学の観点のみから情報を捉えるだ

けでは不十分であると、筆者は考えている。そ

の理由は、情報科学の観点が提示するのは、コ

ンピュータによる処理という目的に結びつい

た、 常に限定された情報観であり、それが明

らかにするのは、情報社会を形成する人間の活

動に関与する情報のうちの一 分でしかないと

考えられるからである。

２．２　“人にとっての情報”の観点

　それでは、情報社会に主体的に対応し参画す

る能力・態度を育むために、情報科学の提供す

る観点の他に、いかなる観点が必要となるの

か。このことを考えるうえでの手がかりは、情

報の“読み手”に注目することによって得られ

ると考えられる。すなわち、情報科学の扱う情

報とは、究極的には、コンピュータに読み取ら

せるための情報であるといえる。それに対し

て、情報技術が社会の情報化を促すといった場

合、その過程には、社会を形作る人間によって

読み取られる情報が介在することになる。つま

り、“コンピュータにとっての情報”に特化さ

れた観点としての情報科学に加えて、この教科

には、“人にとっての情報”を捉えるための観

点が含まれるべきであると考えられるのである

[4]。

　ここでいう“人にとっての情報”とは、私た

ちの日常的な活動に影 を与え、そのことに

よって、情報社会という特定の傾向を持つ社会

の形成に結びつく情報である。ある社会に見い

だされる傾向は、様々な条件の 定力が同時か

つ複合的に作用する状況において、 容される

選択肢からの選択としておこなわれる人間の活

動が関連しあうことによって、日々（再）生産

される[5]。情報社会を生み出す我々の活動に

とって、情報技術の普及は確かに大きな 定力

を持つ条件ではあるが、その他にも、文化や政

治・経済、歴史や慣習など、様々な条件が社会

の形成に対する大きな 定力を持つものと考え

られる。これらのことを踏まえるならば、情報

社会に主体的に対応し参画するうえでは、“人

にとっての情報”が人々を動かし、結果として

情報社会を作りだすプロセスにも目を向ける必

要があると考えられる。すなわち、情報技術を

はじめとする様々な社会的条件が我々の日常に

いかなるコンテクストを提供し、そのコンテク

ストのなかで読み取られる情報が日々の活動の

選択にいかなる影 を及ぼしているのか、ま

た、そのような我々の活動が情報社会と呼ばれ

る社会のいかなる特 を生みだしているのか、

といったことを理 することが不可欠であると

考えらるのである。

　このような“人にとっての情報”を捉えてゆ

くためには、情報科学とは異なる観点を持ち合

わせる必要がある。少なくとも、私たちが日常

的に接している情報とは、私たちの存在に先行

して実在する客観世界の表象としてのそれでは

ない。むしろ、日常的な現実においては、情報

の側が私たちの世界像を積極的に作り上げてゆ



く。そして、そのようにして作りだされた世界

像を頼りにおこなわれる私たちの一つ一つの活

動が、その 度新たな情報を生成し、私たちの

世界像を絶えず更新してゆく。この教科には、

こうした“人にとっての情報”を捉えてゆくた

めの観点を含むことが不可欠であると考えられ

る[6]。

２．３　構築されるべきアイデンティティ

　したがって、 期的に見た場合、普通教科

『情報』のアイデンティティは、次のような大

枠のもとに構築されるべきであると考えられ

る。まずはじめに、この教科の第一のアイデン

ティティは、「情報を扱う教科である」という

点に求められる。このとき、教科の主題として

の「情報」を支える基 は、常に「情報技術」

と「情報社会」という二つの副題に置かれるこ

とになる。そして、この教科の内容は、主に

「情報技術」の側から「情報」を扱うものと、

「情報社会」の側からそれを扱うものとによっ

て編成される。すなわち、「情報技術」の側か

らは“コンピュータにとっての情報”を、そし

て「情報社会」の側からは“人にとっての情

報”を、という形で、二つの側面から対等の比

率で「情報」を扱うことが理想的であると、筆

者は考えている。

３．教員に求められる条件と、それを

満たすためのカリキュラム

　これまでの議論から、普通教科『情報』が、

すくなくとも 期的には、“コンピュータに

とっての情報”と“人にとっての情報”という

二つの側面から情報を扱うべきであるという筆

者の主張が明らかとなった。この主張にしたが

うならば、この教科を指導する教員には、最低

限、以下に示すような条件が求められるはずで

ある。また、それと同時に、そうした条件を満

たす人材を育てるためのカリキュラムも必要と

なってくる。

①　“コンピュータにとっての情報”の本 を

理 していること

②　“人にとっての情報”の本 を理 してい

ること

③　①②の内容を正しく伝えることができるこ

と

　ここにあげた条件は、教員に求められる資

・能力の最も大きな区分を示したものであ

る。当然ながらそれぞれの条件は、必要に応じ

て、さらに細かいものへと分割することができ

る。しかしながら、ここではそれはおこなわ

ず、大学においてそれぞれの条件を満たす人材

を育てるためのカリキュラムの議論へと進むこ

とにする。また、③の条件に関しては、具体的

な授業技術（授業の 画方法やプレゼンテー

ションのしかたなど）の習得の問題が関わって

くると考えられるが、その内容は本論の範囲か

ら えるため、今回の議論からは除外する。

　①の条件については、すでに情報科学という

確立された分野が存在する。したがって、この

条件を満たす人材を育てるにあたり、教員候補

である学生が学ぶべきことや、学んでゆく際の

順序などは、現段階でも比 的明確であると考

えられる。もちろん、情報科学の専 家の育成

ではなく、あくまで普通教科『情報』の教員の

育成である場合に、カリキュラムの編成におい

て内容の取捨選択の問題や、どの程度の深さま

で立ち入るのかといった問題が生じてくると考

えられる。しかしながら、情報科学という一つ

の共通了 が存在することは、カリキュラムを

構築するうえでの大きなアドバンテージである

といえる。

　それに対して、②の条件を満たすためのカリ

キュラムを構築するにあたり、その内容の中核

となるべきものを探すのは、①の場合以上に難

しい。なぜならば、“人にとっての情報”を体

系的に扱う学問として、情報科学と同程度に確

立された分野は、現在のところ存在しないから



である。“人にとっての情報”に関する知見

は、哲学、 学、社会学、文学をはじめ、人

文科学を中心とする様々な分野によって、 い

歴史にわたって集積されている。しかしなが

ら、それらの知見はそれぞれの分野のなかに散

らばっており、また、情報を捉える際の観点

も、それぞれの分野、あるいはその中の論者に

よっても様々である。その意味で、既存の学問

分野のなかから、“人にとっての情報”を統合

的に捉えるための観点を提供する、情報科学に

あたるような体系的なモデルを探し出すこと

は、現時点では 常に困難であるといえる。

　したがって、②の条件を満たす人材を育てる

ためには、“人にとっての情報”に関する各分

野の知見を見直したうえで、それらをあらため

て「情報」の主題のもとに統合するカリキュラ

ムを自力で作成しなければならない。以下で

は、そのようなカリキュラムに関する筆者の提

案と、その一 に関する具体的な授業案を、順

次提示してゆく。

４．「メディア・リテラシーとしての

メディア概論」のアイデア　

４．１　なぜメディアに注目するのか

　“人にとっての情報”の特性の理 を育むた

めのカリキュラムの具体案として、ここでは

「メディア・リテラシーとしてのメディア概

論」と題する授業の概要を提示する。ただし、

概要の提示に先立って、ここでは教育の題材と

してメディアに注目する理由を述べることにす

る。

　“人にとっての情報”の特性の理 を育むう

えでは、メディアを題材とする授業をおこなう

ことが望ましいと考えられる。その理由は二つ

ある。一つめは、メディアという具体的な対象

の存在が、情報という抽象概念の理 を促すこ

と、そしてもう一つは、メディアというトピッ

クを導入することで、情報技術と情報社会の接

点を学ぶことができることである。それぞれに

ついて、もう少し詳しく触れてみたい。

　まず、“人にとっての情報”の本 を学ぼう

とする場合、自ずと学習内容は、認 論、存在

論などの哲学の領域に踏み込まざるを得ない。

しかしながら、具体的な対象を欠いた状況で哲

学的な抽象思考をおこなおうとしても、そこか

ら得られる理 は表面的なものにならざるを得

ない。その意味で、“人にとっての情報”の特

性に関する考察は、情報をもたらす具体的な対

象についての考察と不可分のものであるべきだ

と考えられる。したがって、授業を構想する際

には、たとえばメディアのように、情報をもた

らす具体的な対象についての読 や考察から

徐々に抽象的な領域へと導入してゆくことが望

ましいと考えられるのである。

　つぎに、この授業が普通教科『情報』の教員

候補を育成するためのものであると意 する場

合、情報は社会の存在とともにあるという見方

が必要となってくる。すなわち、先に示したよ

うに、この教科が情報の科学的理 を形成しつ

つ情報社会への主体的な対応と参画を促すもの

ならば、それを教える教員は、情報社会のあり

方を情報技術の普及と関連させて位置づけるこ

とができなければならない。そして、情報社会

と情報技術との接点を考える場合、その一つと

してメディアの存在をあげることができると考

えられる。すなわち、一方で、情報社会は、情

報技術の発展・普及がメディアを取り巻く状況

に与えた変化によって出現した社会であるとい

う捉え方が可能である。しかしながら、他方

で、社会に存在するその他の条件が個人による

メディアへのアクセスに対して影 を与え、そ

のことが情報技術の発展・普及のしかたにも影

を及ぼすという面も存在する[7]。このよう

に、情報社会と情報技術を結びつけるトピック

として、メディアの問題は大きな意味を持つと

考えられる。



４．２　「メディア・リテラシーとしての

メディア概論」の概要

　上述の動機に基づいて構想された「メディ

ア・リテラシーとしてのメディア概論」の概要

を示すことにする。

　この授業は主に、メディア論、記号論、社会

学、カルチュラル・スタディーズなどの分野に

おいて提出されたメディアと情報、そして文

化・社会に関する様々な論考の助けを借りなが

ら、また同時に自分の力で実際のメディアテク

ストを分析・考察することを通して、受講者各

自が情報社会におけるメディアの役割と、その

作用によって生ずる“人にとっての情報”の特

性を理 することを主題とする。

　この授業のタイトルにあるメディア・リテラ

シーとは、「メディアとは何か」という根元的

な問いを通して各個人の中に確立されるメディ

ア観であり、また、そのようなメディア観に基

づいてそれぞれにふさわしいメディアとの 離

や接し方を主体的に選択する能力であり、さら

に、必要に応じてメディアの向こう側にいる他

者との関係を築いてゆく力である。これらは、

「強者・抑圧者としてのマス・メディア / 弱

者・被抑圧者としての視聴者」という図式によ

るメディア批判を復唱したり、あるいはパーソ

ナルメディアの普及によって「誰もが平等に発

信者・表現者になれる（なるべきだ）」と信じ

込んだりする前に、そのようなメディアに関す

る固定化した図式や信念がなぜ生まれてくるの

か、それらが説得力を持つとしたらなぜなの

か、といったことを、“人にとっての情報”と

特性と照らし合わせて考え直し、自己の責任に

おいてメディアとの関わり方を決めてゆく態度

に結びつくものである。メディアに対するこの

ような態度は、普通教科『情報』の教員のみな

らず、立場の違いを えて、情報社会と主体的

に関わってゆく多くの人に求められるものであ

ると考えられる。

　“人にとっての情報”の特性を理 し、上述

の意味でのメディア・リテラシーを習得するた

めには、メディアが日常生活の中に浸透する状

況や、その状況と自分自身との関わりを、常に

見直しの対象とする視点が必要となる。実際

に、このような視点に基づいて描き出されたメ

ディア像は、現在様々な分野における論考の中

に見いだされる。この授業は、それらの論考を

手がかりにしながら受講者が自分なりにメディ

アを対象化する視点を築くこと、そしてその視

点から各自にふさわしいメディア観を模索して

ゆくことを主眼におきながら企画されるもので

ある。　

４．３　「メディア・リテラシーとしての

メディア概論」の内容

　上記の概要に基づいて授業を構想する場合、

おおむね以下のような内容が必要であると考え

られる。

①メディア論的視点の理 ：まずは、情報が広

義のメディアのあり方によって左右されるもの

であることを学ぶ。例えばマクルーハンが述べ

るように、「メディアはメッセージ」[8]たりう

るのである。このことを学ぶことの目的は、メ

ディアが決して無色透明な器ではないこと、

い換えれば、情報が表現、ならびに物理的根拠

としてメディアと一体不可分のものであること

を知る点にある。

②記号論の基本概念の理 ：記号論の基本概念

を学ぶ。とりわけ、コードとコンテクスト、差

異と価値、価値体系の恣意性と相対性といった

概念を学ぶことを重視する。このことの目的

は、まず第一に、人が情報＝意味内容を読み取

るメカニズムを知ること、とりわけ、“人に

とっての情報”が客観的な実在世界によって根

拠付けられるものではなく、恣意的に構築され

た価値体系としてのコードに依存することを理

させる点に重きを置く。また、それと同時



に、情報の発生にとって「読む」という行為が

本 的な役割を果たすことに気づかせる。

③記号論に基づくメディア読 の実 ：実際の

メディアテクストを用いて読 をおこなう。こ

のことの目的は、先に学んだ記号論の基本概念

を実 的に定着させることと同時に、情報が読

み取られるメカニズムを意 しながら読 をお

こなうことにより、各自の日常的なメディア視

聴を相対化させる点にある。メディアテクスト

から単に情報を受け取るだけではなく、一定の

情報を読み取らせるために施された様々な表現

上の工夫を発見してゆくことを通して、主体的

かつクリティカルな読み手としての視点を育む

ことをめざす。

④情報の生産過程に関する学習：情報が生産さ

れる過程を、メディアテクストと読み手の一対

一のスタティックな関係から、より複合的かつ

ダイナミックな関係へと視点を移しつつ学習す

る。とりわけ、メディアのもたらす情報に焦点

を当てるならば、情報は、送り手と視聴者との

関係のみならず、視聴者同士のコミュニケー

ションや、メディア、送り手、視聴者の生活す

る社会のもたらす様々なコンテクストの関与に

よって、ダイナミックに形成される。さらに、

そうしてもたらされた情報が視聴者の行動に影

を与えることにより、その形成に関与する条

件に対して、逆に働きかけるという面も持つ。

そうしたメディアのもたらす情報を例に取りな

がら、“人にとっての情報”の特性の一つであ

る、ダイナミックな創発性についてを学んでゆ

く。

⑤メディアと文化・社会との関連についての学

習：④で学んだ情報の創発性が、文化や社会を

一定の傾向のもとに編成してゆく一つの大きな

原動力であることを学ぶ。すなわち、情報社会

と呼ばれる社会の持つ様々な傾向は、単に情報

技術の普及のみによってもたらされるのではな

く、それを含めた文化的・社会的諸条件の複合

的な作用によってもたらされるものである。そ

のような観点から、ここでは、メディアの作り

だす情報社会、とりわけ、メディアからの情報

が我々の活動に与える影 と、そのような活動

によってもたらされる社会の「情報社会」とし

ての傾向、そしてその過程に関与する様々な文

化的・社会的条件、さらに、その背景にあるメ

ディアの動機などを検証しつつ学ぶことをめざ

す。

５．メディア読 の授業案

５．１　記号論に基づくメディア読

　最後に、先に示した「メディア・リテラシー

としてのメディア概論」のうち、「③記号論に

基づくメディア読 の実 」の 分に関するよ

り具体的な授業案を提示する。想定される授業

時間は１コマを９０分として３コマ分であり、

対象となる学年は学 ２年生以上である。授業

は以下の段階を踏みながら進行するものとす

る。

・第一段階の読 （１コマ）→概念的理 の形

成（１コマ）

　そして、これらの授業に加え、第二段階の読

として位置づけられるレポート 題を すこ

とによって、この 分のすべての内容が実現さ

れる。

５．２　メディア読 の実 （１）　第一

段階の読

　１コマめの授業は、以下の三つの目標を持

つ。

①“人にとっての情報”と、いわゆる客観的情

報との違いを実感させる

②メディアテクストから読み取る情報のおおも

ととなるものが、メディアテクストのなかだけ

ではなく、読み手の頭のなかにもあることを理



させる

③メディアテクストに含まれるコード化された

表現（＝形式）が、読み手に一定の情報を読み

取らせることを理 させる

　①の目標は、“人にとっての情報”を捉える

ための基本的な情報観を構築することに結びつ

く。メディアテクストからは、客観的情報のみ

ならず、漠然とした印象なども同時に読み取ら

れる。それらは意 的に切り離す努力をしない

限りは、不可分のものである。したがって、

“人にとっての情報”とは、基本的にはそれら

全体を指すことを確認する。

　②の目標は、メディアテクストから読み取ら

れる情報が、読み手を取り巻くコンテクスト

や、コンテクストによって優先権を与えられた

コードなど、読み手の側の要因に大きく依存す

るものであることを示すものである。そして、

③の目標は、そうした読み手側の要因の作用を

誘発するメディアテクスト側の要因として、

コード化された表現、すなわちコードに支えら

れた表現の形式が存在することを示すものであ

る。送り手と読み手との共通了 が存在する限

りにおいて、メディアテクストに含まれる様々

な形式は、読み手を一定の方向へと誘導する指

標として機能する。

　これらの目標を踏まえて、１コマめは以下の

ような授業をおこなう。

（１）「このメディアテクストの差し出す情報

は何か？」という 問、及び対象となるメディ

アテクストの提示と、受講者による読 及び

「情報」の記述。引き続き、数名の受講者によ

る読 結果の発表（２０分）

（２）発表された読 結果を基に、受講者各自

による「情報とは何か？」についての定義の記

述（１０分）

（３）授業担当者による、客観的情報と“人に

とっての情報”との違いについての 説。及び

これまでの内容に関する 疑応答（２０分）

（４）前回までの内容（記号論の基本概念の理

）の復習として、読み取りにおけるコードと

コンテクストの作用の講義による確認。続い

て、各受講者による、（１）のメディアテクス

トの読 に関与した可能性のあるコンテクスト

の分析と記述（２０分）

（５）授業担当者による、コンテクストとコー

ド化された表現との関係の 説。及び「形式」

の概念の 説。引き続き、授業担当者主導によ

る、読 対象となったメディアテクストの含む

表現の形式とその効果の確認（１５分）

　なお、上記の授業を実施するにあたっては、

読 対象とすべき何らかのメディアテクスト

（教室の 備などによって選びうるメディアは

異なるが、何らかの広告表現などが利用しやす

い）と、受講者に配布する記述用紙を準備する

必要がある。記述用紙は授業後に適宜回収し、

成績評価や今後の授業の参考として活用するこ

とができる。

５．３　メディア読 の実 （２）　概念

的理 の形成

　２コマめの授業は、以下の目標を持つ。

①メディアテクストに頻繁に見いだされる表現

の形式とその効果を理 させる

②形式が成立するメカニズムを理 させる

③形式が成立することの意味を問い直させる

　①の目標は、具体的には「対比」の形式とそ

の効果としての「中心化」についての理 を指

している。視聴者に読み取らせたい内容を、対

比の構図によって際だたせるやり方は、多くの

メディアテクストのなかに頻繁に見受けられ

る。対比の形式を用いることによって、対比さ

れる一方は注目すべき「中心」となり、他方は

それを際だたせるための「周縁」ないしは「背

景」となる。さらに、対比の導入によって、そ

の構図に収まらないものの 蔽が同時に こ

る。この、対比によって引き こされる、「中

心」と「周縁」ないしは「背景」の創出、そし

て、それに伴う 蔽の効果を、「中心化」と呼



ぶ。

　②の目標は、「対比」をはじめとする表現の

形式が、基本的には反復によって再生産される

ものであることの理 を指している。この反復

の過程（＝コード化の過程）には、読み手がそ

の形式を学習し、そこに一定の意味を認めるこ

とも含まれる。形式とは所与の前提として（あ

るいは自然的条件として）存在するものではな

く、提示と読 の反復の過程こそが形式を形式

たらしめることを理 させることが、めざされ

ている。

　③の目標は、そのような反復の結果として形

式が成立することが持つ意味を、あらためて問

い直すことを指している。ここで想定されるの

は、受講者が、形式の持つ便利さと同時にその

デメリットも把握することである。形式の便利

さは、意味の伝達を容易かつ単純なものにする

ことができる点にある。それに対して、形式に

依存することのデメリットとは、読み手が、現

実よりも形式に真実を見いだしてしまう点にあ

る。すなわち、“人にとっての情報”において

は、現実を表象するために形式が用いられるの

ではなく、形式に合わせて現実が「ねつ造」さ

れることがしばしば こるのである。このこと

は、情報が積極的に世界像を作りだす働きを持

つことを表している。

　これらの目標を踏まえて、２コマめは以下の

ような授業をおこなう。

（１）復習をかねて、前回用いたメディアテク

ストを提示しながらの、「形式」の概念の講義

形式での復習。続いて、「対比」と「中心化」

の概念の 説（１５分）

（２）あらたなメディアテクストを提示し、受

講者とともに「対比」の構図の確認。続いて、

受講者各自による「中心化」の分析及び記述

（２０分）

（３）授業担当者主導による、メディアテクス

トに見られる「中心化」の確認（１０分）

（４）授業担当者による、「反復と再生産」を

中心とする、形式の成立メカニズムの 説。さ

らに「反復と再生産」の議論を、 コード、

儀礼や慣習、社会制度等の成立メカニズムにま

で敷衍。続いて、受講者に対して、 似例の指

摘を促す（２０分）

（５）受講者を交えた、形式のメリット及びデ

メリットの議論。引き続いて、授業担当者によ

る、議論の整理と補 （２０分）

　なお、上記の授業を実施するにあたっては、

「対比」と「中心化」の 説に用いるメディア

テクストを準備する必要がある（「対比」の構

図を明確に伝えるうえで、視 メディアを用い

ることが望ましい。１コマめ同様、広告表現な

どが利用しやすい）。

５．４　レポート 題による第二段階の読

　２コマめを終えた段階で、これまでの学習で

得られた理 の定着をはかるために、受講者各

自に自力でメディアテクストの読 をさせるこ

とが望ましい（第二段階の読 ）。自力でおこ

なうことを重視する場合、ある程度の時間的余

裕をもたせたうえで、レポート 題とする方法

が考えられる。仮に、およそ１５００~２００

０文字の分量のレポートを想定するならば、例

えば以下のような 問が考えられる。

<レポート 題>　複数のテレビコマーシャル

（３０本以上）を視聴したうえで、以下のテー

マにしたがって読 をおこないなさい。

１．テレビコマーシャルにおいて反復される主

題を３つ以上あげなさい

２．テレビコマーシャルにおいて反復して描か

れる人物像を３タイプ以上あげなさい

３．テレビコマーシャルのなかで見受けられる

対比の構図を３つ以上あげなさい

４．テレビコマーシャルにおいて、対比の結果

として創出される「主体と客体」の構図を観察

しなさい。そのうちの３つの構図について、誰

（あるいは何）が主体となり、誰（あるいは



何）が客体として描かれるかを指摘しなさい。

さらに、「主体と客体」の構図によって 蔽さ

れてしまったものを想像し、それが何であるか

を指摘しなさい

５．テレビコマーシャル一般において、対比の

構図が用いられる理由を考察し、記述しなさい

６．おわりに

　普通教科『情報』のアイデンティティに関す

る主張に基づいて、教員候補が“人にとっての

情報”の特性を理 するためのカリキュラムの

提案と、その一 に関する授業案を提示した。

前半の、この教科のアイデンティティに関する

議論に多くの紙面を費やしてしまったために、

後半のカリキュラムの提案がやや大 把なもの

となってしまった。しかしながら、この教科を

取り巻く状況を鑑みるに、前半 分に示したよ

うな議論が、より多くの関係者によって今以上

に活発におこなわれることが望ましいと感じら

れるため、あえて多くの紙面を割くことにし

た。カリキュラム及び授業案に関するより詳細

な 分については、今後の 題とする。

　さいごに、本論文を作成するにあたっては、

帝京大学の武井恵雄先生による「情報学」の議

論と、ご本人から賜った励ましの 葉に勇気づ

けられた。ここに、心よりの敬意を表します。
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